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令和6年度　世田谷区危機管理部災害対策課１. 若林・三軒茶屋地区の特性

(1)自然特性

位置

面積 1.17 K㎡ 25.4 m最高標高 38.4 m 最低標高

標高・急傾斜地崩壊危険度・土砂災害警戒区域等

急傾斜地崩壊危険度

標高(m)

　　　　　　　（－67－）若林・三軒茶屋－1　　　　　　　　　　　　　　



(2)社会特性

人口 27,293 人 ％

世帯数 16,588 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 79.8 棟/K㎡

若年層数(15才未満) 2,659 人 土地利用(宅地) 70.6 ％

１世帯あたり 1.65 人 耐火率(建築面積ベース) 68.0 ％

細街路率 42.4

高齢者数(65才以上) 5,032 人
鉄道駅

東急田園都市線三軒茶屋駅 東急世田
谷線若林駅 松陰神社前駅

高齢者率(65才以上) 18.4 ％

若年層率(15才未満) 9.7 ％ 土地利用(宅地以外) 29.4 ％

0.0 ％

町会・自治会数 2 -

産
業

商業 93.6

昼夜間人口比

％

夜間の人口 28,191 人 工業 6.4 ％

昼間の人口 26,389 人

0.94 - 農業

道路・公共交通機関

道路（幅員）

鉄道

　　　　　　　（－68－）若林・三軒茶屋－2　　　　　　　　　　　　　　



(2)社会特性

産業

用途

　　　　　　　（－69－）若林・三軒茶屋－3　　　　　　　　　　　　　　



火災危険度

(3)地域危険度

建物倒壊危険度

建物倒壊危険度

火災危険度

　　　　　　　（－70－）若林・三軒茶屋－4　　　　　　　　　　　　　　



半壊棟数 499 棟 負傷者 245 人

(4)被害想定

全壊棟数 228 棟 死者 22 人

震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 745 棟 うち重傷者 42 人

液状化危険度

震度

　　　　　　　（－71－）若林・三軒茶屋－5　　　　　　　　　　　　　　



(4)被害想定

被害棟数分布

全壊・半壊・

焼失棟数（棟）

　　　　　　　（－72－）若林・三軒茶屋－6　　　　　　　　　　　　　　



浸水想定（多摩川洪水版）

(4)被害想定

浸水想定（内水氾濫・中小河川洪水版）

浸水の深さ

浸水の深さ

　　　　　　　（－73－）若林・三軒茶屋－7　　　　　　　　　　　　　　



福祉避難所（母子）

福祉避難所（障害者） Ｆａｃｔｏｒｙ藍

水害時避難所（第1次）

水害時避難所（第2次）

避難所救護所

(5)防災資源一覧

広域避難場所 国士舘大学一帯

ボランティアマッチングセンター

緊急医療救護所

一時滞在施設 トヨタモビリティ東京㈱ レクサス若林

一時集合所
三軒茶屋公園　三軒茶屋小学校　若林1丁目公園　若林ぞうさん公園　若林ふ
れあいひろば公園　若林もみじ公園　若林稲荷神社　若林公園　若林小学校
世田谷丸山公園　太子堂小学校　中里小学校

指定避難所 教育総合センター 三軒茶屋小学校 若林小学校

福祉避難所（高齢者） ハートフル若林

予備避難所

東京都災害拠点病院

東京都災害拠点連携病院

一時避難施設（車中避難） ヶ所

土砂災害時避難所

ヶ所 防災行政無線塔

消防署・出張所 世田谷消防署

4 ヶ所 緑地 1

野川・仙川洪水時避難所

ヶ所

輸送拠点

給水拠点

広域用防災倉庫

土のうステーション
烏山川緑道（若林1の28付近）烏山川緑道（若林1の32付近）旧世田谷区保健
センター　蛇崩川緑道(三軒茶屋2の3付近)　蛇崩川緑道(三軒茶屋2の43付
近)　世田谷丸山公園

警察署・交番 世田谷警察署

帰宅困難者支援施設 1

マンホールトイレ 5

　　　　　　　（－74－）若林・三軒茶屋－8　　　　　　　　　　　　　　



世田谷区防災マップデータ　令和6年3月

世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップ（多摩川洪水版、内水氾濫・中小河川洪水版）令和6年7月発行
世田谷の土地利用2021　世田谷区土地利用現況調査

世田谷区の町丁目別人口と世帯数　令和6年3月1日
世田谷区の年齢別人口　令和6年3月1日

令和2年国勢調査による 東京都の昼間人口（従業地・通学地による人口）第11表

(6)防災資源マップ

首都直下地震等による東京の被害想定　報告書　令和4年5月25日
地域危険度一覧表（地震に関する地域危険度測定調査［第9回］）　令和4年9月

世田谷区GISオープンデータ

出典
世田谷区土砂災害ハザードマップ　令和6年7月発行
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

　このアンケートは、今後の区内各地域及び地区における災害関連施策の検討や取組みに活用することを
目的として、令和６年度に災害対策課が実施した「在宅避難支援事業（防災カタログギフト）」に合わせて
行ったものである。
　なお、以下に記載している回答集計結果は、カタログギフト申込者のうち、ＷＥＢで申し込みをした区民
へ任意での回答を依頼し、令和６年８月９日から９月８日までに回収できた分である。

単純集計(1/5）

居住形態

【１】あなたはマンションなどの集合住宅にお住まいですか。

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

集合住宅

75.5%

(1,718

件)

集合住宅以外

23.8%

(541件)

無回答

0.7%

(15件)

n=2,274

居住形態（単数回答）

１～２日分

30.3%

(690件)

３日分

28.1%

(638件)

４～６日分

13.7%

(311件)

１週間分以上

7.6%

(173件)

水や食料の備

蓄はしていない

19.8%

(450件)

無回答

0.5%

(12件)

n=2,274

水や食料の備蓄状況（単数回答）
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

単純集計(2/5）

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

小中学校など地域

の避難所に行く

22.6%

(515件)

自宅が無事で危険がな

ければ自宅に留まる

（在宅避難）

70.0%

(1,592件)

危険がない家族

や親戚・友人の

家に避難する

（縁故避難）

3.3%

(76件)

自身で宿泊施設等を

確保して避難する

（自主避難）

0.9%

(20件)

その他（考えて

いないなど）

2.5%

(56件) 無回答

0.7%

(15件)

n=2,274

震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

単純集計(3/5）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

80.1%(1,822件)

68.2%(1,550件)

64.0%(1,455件)

59.6%(1,356件)

59.1%(1,343件)

56.5%(1,284件)

46.0%(1,045件)

43.3%(984件)

41.9%(952件)

40.9%(929件)

36.0%(819件)

35.1%(798件)

23.8%(542件)

23.8%(542件)

23.0%(523件)

19.5%(444件)

18.0%(409件)

15.1%(343件)

12.8%(290件)

0.3%(6件)

0.8%(18件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

地震による火災

外出先からの帰宅困難

建物被害

健康管理

道路や交通機関の被害や混乱

災害状況などの情報入手の困難

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

n=2,274

災害時の心配ごと（複数回答）
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

単純集計(4/5）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

91.2%(2,075件)

76.7%(1,745件)

67.6%(1,538件)

63.3%(1,439件)

54.2%(1,232件)

53.3%(1,211件)

46.7%(1,062件)

40.9%(930件)

35.1%(798件)

31.4%(715件)

30.9%(703件)

29.6%(674件)

23.9%(544件)

15.6%(354件)

0.4%(9件)

2.1%(48件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

n=2,274

在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

単純集計(5/5）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

66.8%(1,519件)

54.7%(1,245件)

52.2%(1,186件)

49.2%(1,118件)

44.0%(1,001件)

42.7%(971件)

24.1%(548件)

19.9%(453件)

13.3%(302件)

1.4%(31件)

2.9%(67件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有

（災害状況や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの

支援を必要とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

n=2,274

災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

44.9%(1,020件)

42.7%(971件)

39.4%(897件)

30.5%(693件)

27.8%(632件)

15.7%(356件)

15.7%(356件)

3.8%(87件)

9.7%(221件)

4.2%(95件)

0% 20% 40% 60%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

n=2,274

防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

クロス集計(1/4）

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

32.2%

(553件)

24.8%

(134件)

25.6%

(440件)

35.9%

(194件)

12.3%

(212件)

18.3%

(99件)

6.8%

(116件)

10.4%

(56件)

22.6%

(389件)

10.4%

(56件)

0.5%

(8件)

0.4%

(2件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=1,718）

集合住宅以外

（n=541）

【居住形態別】 水や食料の備蓄状況（単数回答）

１～２日分 ３日分

４～６日分 １週間分以上

水や食料の備蓄はしていない 無回答

24.2%

(415件)

17.9%

(97件)

67.8%(1,164件)

78.4%(424件)

4.2%

(72件)

0.7%

(4件)

0.9%

(16件)

0.7%

(4件)

2.6%

(45件)

1.8%

(10件)

0.3%

(6件)

0.4%

(2件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=1,718）

集合住宅以外

（n=541）

【居住形態別】 震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）

小中学校など地域の避難所に行く

自宅が無事で危険がなければ自宅に留まる（在宅避難）

危険がない家族や親戚・友人の家に避難する（縁故避難）

自身で宿泊施設等を確保して避難する（自主避難）

その他（考えていないなど）

無回答
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

クロス集計(2/4）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

78.1%(1,341件)

69.8%(1,199件)

64.3%(1,105件)

59.5%(1,022件)

58.4%(1,003件)

56.6%(973件)

46.9%(805件)

42.7%(734件)

39.9%(686件)

38.6%(664件)

34.1%(585件)

33.2%(570件)

23.5%(404件)

23.3%(400件)

21.8%(375件)

19.3%(332件)

17.8%(306件)

13.2%(227件)

12.5%(215件)

0.3%(5件)

0.5%(9件)

87.6%(474件)

64.3%(348件)

64.1%(347件)

61.2%(331件)

62.1%(336件)

56.6%(306件)

44.0%(238件)

45.5%(246件)

44.5%(241件)

52.7%(285件)

43.1%(233件)

42.0%(227件)

25.5%(138件)

26.2%(142件)

26.6%(144件)

20.5%(111件)

18.7%(101件)

21.4%(116件)

13.7%(74件)

0.2%(1件)

0.6%(3件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

外出先からの帰宅困難

地震による火災

建物被害

健康管理

道路や交通機関の被害や混乱

災害状況などの情報入手の困難

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時の心配ごと（複数回答）

集合住宅

（n=1,718）

集合住宅以外

（n=541）
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(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

クロス集計(3/4）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

91.3%(1,569件)

76.9%(1,322件)

66.5%(1,142件)

62.9%(1,081件)

53.8%(924件)

53.1%(912件)

45.6%(783件)

39.8%(684件)

34.2%(588件)

30.4%(522件)

29.0%(499件)

28.6%(491件)

21.9%(377件)

14.1%(242件)

0.5%(8件)

1.7%(30件)

92.4%(500件)

77.4%(419件)

72.5%(392件)

65.4%(354件)

56.2%(304件)

54.7%(296件)

51.2%(277件)

45.1%(244件)

38.3%(207件)

35.5%(192件)

37.2%(201件)

33.5%(181件)

30.7%(166件)

20.7%(112件)

0.2%(1件)

1.7%(9件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）

集合住宅

（n=1,718）

集合住宅以外

（n=541）

　　　　　　　（－83－）若林・三軒茶屋－17　　　　　　　　　　　　　　



(7)区民アンケート（若林・三軒茶屋地区）

クロス集計(4/4）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

63.8%(1,096件)

53.6%(921件)

50.9%(875件)

47.8%(822件)

41.1%(706件)

40.0%(688件)

22.6%(389件)

18.2%(313件)

15.1%(260件)

1.6%(28件)

2.9%(49件)

77.4%(419件)

59.1%(320件)

57.1%(309件)

54.7%(296件)

54.5%(295件)

52.3%(283件)

29.0%(157件)

25.5%(138件)

7.6%(41件)

0.6%(3件)

1.8%(10件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有（災害状況

や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの支援を必要

とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

集合住宅

（n=1,718）

集合住宅以外

（n=541）

43.2%(742件)

40.7%(699件)

37.6%(646件)

31.0%(532件)

28.8%(495件)

17.1%(294件)

13.0%(224件)

3.5%(60件)

10.4%(179件)

4.2%(72件)

50.8%(275件)

50.1%(271件)

45.7%(247件)

29.6%(160件)

25.1%(136件)

11.3%(61件)

24.2%(131件)

5.0%(27件)

7.8%(42件)

3.0%(16件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

親子や子どもが参加しやすい内容

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）

集合住宅

（n=1,718）

集合住宅以外

（n=541）
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  ２．各団体の防災活動～現在の取組状況～

数
量

場
所

数
量

場
所

数
量

場
所

名
称

場
所

若林町会 20 ○

各丁目毎ネット
ワーク会議
防災部会
避難所運営会議

12 ○ ○ 8
防災倉庫
緑道沿い等

7 防災倉庫

三軒茶屋町会 7 〇
防災訓練会議
避難所運営会議

5 ○ ○ 2 防災倉庫 2 防災倉庫

世田谷通共和
会防災本部

20 ○
災害時行動マニュ
アル

1 ○ ○ 6 防災倉庫 7 防災倉庫 2 防災倉庫 AED

モナーク三軒茶
屋

1 ○

防災のみに関する
会議は行っていな
いが、管理組合理
事会で防災につい
て打ち合せてい
る。

5 ○ ○ 0 0 20 各階2か所

実
施
し
て
い
る

配
備
し
て
い
る

防災活動、
資機材配備等

の実施

実
施
し
て
い
な
い

Ｄ型ポンプ

団体名

防
災
担
当
者
数

防災に関する会議

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

会議名

実
施
回
数

（
年
間

）

配
備
し
て
い
な
い

スタンドパイプ 消火器 その他

消火資機材の配備
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若林町会

三軒茶屋町会

世田谷通共和
会防災本部

モナーク三軒茶
屋

団体名

回
数

実
施
場
所

回
数

実
施
場
所

訓
練
名
称

実
施
場
所

一
時
集
合
所

広
域
避
難
場
所

避
難
所

街
路
消
火
器

防
火
水
槽

震
災
用
井
戸

消
火
栓

その他

○ 6
各ネットワーク
毎の拠点

1 世田谷消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スタン
ドパイ
プ設置
場所

9 7

○ 1
丸山公園、丸山
区民集会所

○ 1 ○

○ 1 広場 1 区民集会所 ○ ○ ○ 1

○ 1
マンション内駐
輪場

○ ○ ○ ○ 0 0

防災訓練等の実施 防災マップ 防災士等の数

掲載情報

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

防災訓練 救命救急講習会 その他

作
成
済

作
成
中

作
成
予
定
な
し

防
災
士

把
握
し
て
い
な
い

地

域

防

災

リ
ー

ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い

作
成
検
討
中
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若林町会

三軒茶屋町会

世田谷通共和
会防災本部

モナーク三軒茶
屋

団体名

○ ○
国士舘大学
小田急ハイウェーバス
株式会社

避難誘導サ
ポーター派遣
一時避難に
バスの提供

○ ○

東京都防災部からの派遣講師
を招き、学習会を実施。
避難行動要支援者安否確認訓
練を実施。

○ ○

〇

サンベビー
ルーム
施設内に備
蓄されてい
る、ミルク、
離乳食、紙お
むつの提供

○
避難行動要支援者安否確認訓
練を実施。

○ 若林町会 ○ ○

○ ○ ○ 通常時は毎月1回会合
高齢者
のみ連絡
網あり

災害時連携・協定
（区を除く）

避難行動要
支援者協定

避難行動要支援者対策 連絡手段の確保

日
頃
か
ら
の

見
守
り
活
動

避
難
行
動
要

支
援
者
体
験

その他

特
に
実
施

 
し
て
い
な
い

簡
易
無
線

連
絡
網
の

作
成
・
整
備

その他協定先・内容

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

予
定
は
な
い

他
団
体
と
の
連
携

協
定
締
結

特
に
な
し

連携先・内容
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若林町会

三軒茶屋町会

世田谷通共和
会防災本部

モナーク三軒茶
屋

団体名

○ ○ 5 1 11 12 22 5 3 7 1 2 14 1 1
チェーンソー、台車、ハンド
マイクスピードキー、ほか

防災倉庫

○ ○ 2 3 3 4 6 4 3 2
災害用車椅子1台
レスキューカー1台

防災倉庫

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 防災倉庫

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロープ、ブルーシート、カッ
ター他

1階管理
員室奥倉
庫

救出救助に係る資機材の配備
防災活動に関するマニュアル

（避難所運営マニュアルを除く）

配
備
し
て
い
な
い

ジ
ャ
ッ
キ

は
し
ご

策
定
済
み

策
定
中

検
討
中

予
定
な
し

脚
立

担
架

ツ
ル
ハ
シ

名称

バ
ー

ル

救
急
セ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

救
助
工
具
セ
ッ
ト

両
口
ハ
ン
マ
ー

その他 保管場所

ス
コ
ッ
プ

手
お
の

の
こ
ぎ
り

配
備
し
て
い
る

リ
ア
カ
ー
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若林町会

三軒茶屋町会

世田谷通共和
会防災本部

モナーク三軒茶
屋

団体名

○

4
0
以
上

48 7 170 8 4 6 1

かまどセット、災
害用毛布、サバイ
バルブランケッ
ト、ブルーシート、
ランタン、ラジオ、
ほか

防災倉庫

国士舘大学救急救助総合研究所と連
携して、年1回、応急手当・救出救助・
搬送・医療トリアージュ訓練を実施。

東京都防災部からの派遣講師を招い
て学習会を実施。

○ 296 730 252 120 100 1000 8 3

サンベビールーム
施設内に哺乳ミ
ルク、離乳食、紙
おむつを備蓄
（10名5日分）

防災倉庫

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
1階管理員
室奥倉庫

食糧等の備蓄

その他の防災活動
そ
の
他

災
害
用
食
料

備
蓄
し
て
い
な
い

備
蓄
し
て
い
る

ア
ル
フ
ァ
米

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・

乾
パ
ン

お
か
ゆ

飲
料
水

缶
詰
類

レ
ト
ル
ト
食
品
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

備蓄品
配布先

非
常
用
ト
イ
レ

照
明

発
電
機

給
水
タ
ン
ク

その他 保管場所

蓄
電
池
セ
ッ
ト
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３ 若林・三軒茶屋地区の課題と取組み 

（１）若林・三軒茶屋地区の概況 

1）  自然概況 

■位置・面積 

行政エリアとしての若林地区の範囲は、若林区域（1 丁目～5 丁目）、三軒

茶屋区域（2 丁目）である。面積 1,1７k ㎡（三軒茶屋 1 丁目除く）で、世田谷

区の中心からやや東寄りに位置している。 

地区防災計画は、三軒茶屋町会の区域である三軒茶屋１丁目８～１０・２

１～４１番も含め、若林・三軒茶屋地区として策定した。 

 

■交通 

道路：中央を南北に環状七号線が、東西方向に北境界付近を淡島通り・

中心を世田谷通りが通っている。また、三軒茶屋 1 丁目と 2 丁目の境を国

道 246 号線が区切っている。 

 

公共交通機関：東急世田谷線が、三軒茶屋交差点の三軒茶屋駅・東側境

界付近の西太子堂駅・環状七号線脇の若林駅・西側境界付近の松陰神社駅

を東西方向に走っている。 

 

図１ 若林・三軒茶屋地形図 

 

 

若林町会 

区域：若林１～５丁目 

会員：４,６００世帯 

三軒茶屋町会 

区域：三軒茶屋１丁目８～

１０・２１～４１番 

三軒茶屋２丁目、 

会員：３,７００世帯 
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2）  歴史 

■若林 

若林は古くから農業を営む村だったが、大正 12 年に関東大震災の被災

者が移り住んだ。また、大正 14 年玉川電気鉄道(通称「玉電」)が三軒茶屋

～下高井戸まで開通したことを契機として、その後大幅に人口が増加し、首

都圏近郊の住宅地となっている。 

昭和 39 年(1964 年)、東京オリンピックに起因して整備された環状七

号線が、若林の町の真ん中を通り、沿道にはマンションやビルが立ち並んで

いる。 

 

■三軒茶屋 

大正 12 年(1923 年)の関東大震災後、都心で家を失った人たちが、三

軒茶屋に多く流入してきた。玉電が通り交通の便利がよいため人口が急増

し、商店街が急速に発展した。 

昭和 40 年代半ば以降は、マンションが建ち並び世田谷区の中でも有数

の繁華街が形成された。また、オシャレなまちというイメージから「住みたい

まち」などのランキングに名を連ねる人気の住宅地としても有名である。 

 

3）  社会概況 

表１は、令和４年度に居住支援課が実施した世田谷区内の「マンション実態

調査」の内、若林管内の結果を集計したものである。 

この結果を見ると、三軒茶屋は集合住宅世帯比率及びマンション棟数の比

率が高い密集地区であることがわかる。 

 

    表１ マンション棟数及び比率（R4 調査） 

所在地 マンション棟数 若林管内の比率 

三軒茶屋２丁目 57 44％ 

若林１丁目 17 13％ 

若林２丁目 9 7％ 

若林３丁目 16 13％ 

若林４丁目 13 10％ 

若林５丁目 17 13％ 

合計 129  
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4）  その他防災資源 

近隣地区を含めた、その他の主な防災資源である。 

 

表２ その他の防災資源（近隣地区含む） 

  
施 設 名 施 設 場 所 

医療救護所 駒沢小学校、代沢小学校、桜小学校 

遺体収容所 上馬地区会館、代田南地区会館 

給水拠点 駒沢給水所、区立こどものひろば公園 

帰宅困難者支援施

設 

世田谷郵便局、太子堂区民センター、上馬地区会館、経

堂地区会館 

防災無線塔 若林小学校、 若林３－３４事務所（旧若林まちづくりセ

ンター）、三軒茶屋小学校、太子堂小学校、中里小学校、

世田谷丸山公園 

震災時対策用井戸 

（民間） 

（R６時点） 

世田谷地域：３07 箇所 

区内：1,188 箇所 

若林１丁目 2 箇所 

２丁目 1 箇所 

３丁目 4 箇所 

４丁目 3 箇所 

５丁目 0 箇所 

三軒茶屋１丁目 

8～10 番  0 箇所 

21～41 番 2 箇所 

三軒茶屋２丁目 2 箇所 

ボランティア 

マッチングセンター 

昭和女子大学、国士舘大学世田谷キャンパス 

区有井戸 若林もみじ公園、三軒茶屋小学校 
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5）  減災対策の施策 

下記２項目とも、世田谷区の取り組みである。 

 

①新たな防火規制 

新しく建てる建物に耐火性能を義務付けるもので、火災に弱い木造建物

の再生産はしないという規制である。 

若林 1 丁目、若林 2 丁目（37～41 番除く）および若林 3～5 丁目が区

域指定されている。三軒茶屋町会区域は対象ではない。 

 

表３ 新たな防火規制対象区域 

町会 対象区域 

若林町会 全域（若林 2 丁目 37～41 番除く） 

三軒茶屋町会 該当なし 

 

②不燃化特区制度 

現状ある木造建物を解消するという制度で、戸建建替の助成制度や専門

家派遣支援などがある。 

若林 1 丁目、若林 2 丁目（37～41 番除く）および若林 3～5 丁目が区

域指定されている。三軒茶屋町会区域は対象ではない。 

 

表４ 不燃化特区制度の対象区域 

町会 対象区域 

若林町会 全域（若林 2 丁目 37～41 番除く） 

三軒茶屋町会 該当なし 
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（２）地区防災計画策定時（平成２８年）から現在までの取組み 

若林・三軒茶屋地区では、平成２８年度の地区防災計画策定時に以下の課題を

抽出し、それに基づいた行動計画（取組みの方向性）を策定した。現時点での活動

結果は以下のとおりである。 

 

（３）令和３年以降見出された課題 

１）令和３年修正 若林・三軒茶屋地区防災計画について 

令和３年に修正した地区防災計画では、今後の取組として①拡大した見守り

ネットワークによる避難行動要支援者の安否確認訓練の実施 ②「在宅避難の

すすめ」啓発の継続を行動指針として定めた。 

①については、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、訪問の自粛、団体

間の交流制限などにより、活動自体が中止・縮小する期間があった。訓練に関

しても、それまで行っていた架空の名簿を使い、まちづくりセンターに情報を

集約する「問い合わせ訓練」に一定の効果が見込まれたこと、実際の名簿登載

者を巻き込む必要性があること等をふまえたより実践的な訓練を望む声があ

がった。 

②については、感染症対策により避難所における避難者受け入れ可能数が

さらに縮小したこと、避難所運営において新たに感染症への対応等も増え、運

営面でのリソース不足が顕在化したことを踏まえ、より一層在宅避難の啓発強

化が求められることになった。 

 課題 活動結果 

１ 一時集合所の見直し

と情報提供 

H２８ 丸山公園、若林ふれあい広場公園での災害情

報掲示板の設置 

２ 集合住宅用防災マニ

ュアルの作成 

Ｈ２９ 集合住宅防災マニュアル（若林コンド）の作成 

Ｒ５  集合住宅向け防災セミナーの開催、及びマニュ

アル作成の啓発 

３ 災害時要援護者（現：

避難行動要支援者）の

安否確認 

R２９ 問い合わせ訓練 

R６  要支援者（同意者）に安否確認バンダナを配布 

安否確認訓練の実施 

４ 避難所に避難しない

避難生活について 

H２９ 在宅避難啓発用パンフレット「在宅避難のスス

メ」作成 

R３  同パンフレット改訂 全戸配布 

R６  同パンフレット改訂 

※この間「在宅避難のススメ」を活用した避難所運営

訓練や防災訓練・教室等を実施 
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２）各種アンケート結果について 

   ①防災カタログギフト申込者アンケート 

「震度６強の地震発生時の避難行動」を問う問いでは、若林管内在住者の

「自宅に留まる（在宅避難）」との回答は７０％となり、全区平均より低い結果

となった。逆に「避難所に行く」との回答は２２．６％、「考えていない」が２．

５％となり、いずれも全区平均より高かった。特に集合住宅居住者に上記の

回答が多く、集合住宅居住者に在宅避難の意識が浸透してないことがわか

った。 

    また、「災害時にできる住民同士の支援」を問う問いでは、「地域や近所と協

力し合う関係性ではない」との回答が全区平均より高かった。 

 

②まちづくりセンター管内でのアンケート 

管内で行った各種まちづくり・防災活動の参加者に対して防災アンケート

を行った。（回答数 90 人） 

 

■在宅避難を続けるにあたっての不安点 

        

 

 

 

 

 

 

 

1%

4%
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5%
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32%
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無回答
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自宅内のトラブル

防犯面
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電気、水道等インフラの停止

在宅避難で不安に思うこと
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■災害時での助けあい 

        

 

■防災訓練や事業への参加経験や理由 

    

 

68%
23%

3% 6%

災害時、共助できる方が

近所にいるか

いる いない その他 無回答

50%46%

4%
防災関係の講習に参加したことがあるか

ある ない 無回答

4%

9%

13%
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44%
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その他

参加方法がわからない

参加しづらい雰囲気がある

行っている情報自体知らない

時間がない・あわない

防災訓練・講座に参加していない理由
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３）防災塾 

■令和４年度「地域防災の新たなステージ～地域と福祉と防災と」防災と福

祉の連携について、地区内の地域資源となる団体、事業所、施設などとの連

携強化を求める意見が上がった。 

 

■令和５年度「近年の自然災害とマンションの備え～マンション防災マニュ

アルの重要性について～」防災マニュアルを作成しているマンションが少な

いこと、またマンション内での防災訓練参加率が低いことなどについて意見

が交わされた。 

 

 

４）その他 

令和 6 年能登半島地震での被害状況やボランティア参加者の報告などを町

会の防災部会やネットワーク会議、身近なまちづくり推進協議会安全安心部

会、避難所運営委員会で議題にした。特に、震災時のトイレ対応が大きな課題

であること、非常用携帯トイレ・簡易トイレの備えの必要性について声が上がっ

た。 
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（４）今後の取組み方針 

若林・三軒茶屋地区で重点的に取組む行動 

①在宅避難の啓発・支援の強化     ②集合住宅への働きかけ 

③避難行動要支援者支援活動の推進   ④防災の担い手の発掘・連携強化 

 

①在宅避難の啓発・支援の強化 

 行動計画 

平常時 ・地区で作成した在宅避難啓発パンフレット「在宅避難のススメ」を随時

更新し、配布する。 

・防災事業・訓練で在宅避難の啓発を行う。 

・在宅避難者への対応を想定した避難所運営訓練を行う。 

・非常用携帯トイレ・簡易トイレの使い方や備蓄の推進などの普及啓発

を行う。 

・在宅避難を行うためには、燃えない、倒壊しない自宅の確保が第一。

住み慣れた自宅で安全に避難生活を送れるよう、延焼リスクのある木

密地域を中心に初期消火訓練を行う。また、耐震化や家具の転倒防止

についても周知を行う。 

災害時 ・延焼リスクのある木密地域ではエリアでは初期消火を優先的に行う。 

・避難所運営委員会は、在宅避難者へ正しい情報提供を行うと共に、在

宅避難者向けの水・物資、充電場所の提供を行う。 

・地域での防犯パトロール、見回り・声掛けを強化する。 

 

②集合住宅への働きかけ 

 行動計画 

平常時 ・集合住宅居住者を対象にした在宅避難の啓発を行う。 

【マンション対象】 

・マンション防災マニュアル作成のよびかけと作成協力 

・マンションに住む避難行動要支援者の安否確認訓練を居住者やマン

ション管理人、管理組合と協力して行う。 

・マンションと地域が協力した防災訓練の実施 

・マンションと町会の日頃からの連携・交流 

災害時 ・建物や自室が無事であれば在宅避難を呼びかける。 

・オートロックマンション居住の要支援者（同意者）の安否確認を、居住

者と共に行う。 
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③避難行動要支援者支援活動の推進 

 行動計画 

平常時 ・町会は、名簿情報提供同意者に対し災害時の安否情報を意思表示す

るためのバンダナ配布を行い、この取組の周知を図る。 

・毎年９月１日に要支援者（同意者）も参加した安否確認訓練を行う。訓

練では、要支援者（同意者）のバンダナ掲示率向上を目ざすと共に、見

守りを行う側の支援協力者を増やす。 

・発災時に迅速・効率的に安否確認を行えるよう、見回りルートの確認

や要支援者（同意者）の居住・地域特性などを事前に把握・準備してお

く。 

災害時 ・名簿管理者以外の地区住民とも協力し、安否確認を行う。 

・オートロックマンション居住の要支援者の安否確認を、居住者と共に

行う。（再掲） 

・地区内の介護事業者等と連携し、要支援者の安否確認を行う。 

・安否情報はすみやかに若林拠点隊（まちづくりセンター）に報告する。 

 

④防災の担い手の発掘・連携強化 

 行動計画 

平常時 ・地域の各種イベントに防災啓発を組み合わせる。 

・商店街、民間企業、PTA、おやじの会などの地域団体や、小学校・大学

と連携し、防災事業を行う。 

・見守り・防犯パトロールや地域のお祭り・イベント等を通し、地域活動

協力者の裾野を広げ、顔見知りの仲間を増やす。 

・防災事業の広報・PR 手段の工夫（HP、電子回覧板、SNS 等） 

・他地区の団体との関係性を築く。 

災害時 ・地域の団体やボランティア（被災動物ボランティア含む）と連携し、避

難所運営・被災者支援を行う。 

・名簿管理者以外の地区住民、オートロックマンション居住者、介護事

業者とも協力し、要支援者（同意者）への迅速な安否確認を行う。 
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